
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ジョブズは自分の子どもに iPadも iPhoneも触らせなかった』 

校 長  木 村 英 明 

 ２５日間の夏季休業が明け、校舎内に子どもたちの声が戻ってきました。夏休み明けに登校してく

る子どもたちの姿を見ていつも思うのは、子どもたちが一回り大きくなっていると感じることです。

何故か冬休みよりもこの夏休みに子どもの成長を強く感じます。 

 さて、８月２０日に檜山連合 PTA 研究大会があり、その中の講演会で出てきた話題の一つが今回

のタイトルです。そこで、ひとつのインタビュー記事を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タブレットなどを発明した本人が世界中に広めていく一方で、自分の子どもたちに使わせなかった。

この事実を私は今回初めて知りました。そして釈然としない感情を抱きました。何故彼らは自分の 

子どもに使わせなかったのか？その理由は機器のリスクを誰よりも確実に知っていたからです。そし 

て今の日本で声高にこのリスクがマスコミで語られないのは何故か？その理由は通信機器やソフト会

社が今の日本のマスコミの大事なスポンサーだからであると講師の方が話していました。 

私たち大人（親）は、賢い消費者として子どもの手本でありたいものです。「自分たちにとって便利

だから子どもにとっても便利な物である」「他の子も持っているから」・・・私たちは二度と戻れない

大切な我が子の少年期に何を与えればいいのか？自らに問う必要はないでしょうか？ 

 

【本年度の重点目標】 

『深く考え、ていねいに伝え合う子どもの育成』 

〔笑顔！〕〔学び合い！〕〔習慣！〕 

℡0139-52-0524 FAX 0139-52-5489 
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 ２５日間の夏休みが終わりました。８月２２日（火）、真っ黒に日焼けした子どもたちが、 

元気に登校してきました。今年は、夏休み後半、気温が低い日も多く、海等での海水浴も若 

干少なかったのではないかと思います。しかし、子どもたちは楽しい夏休みを過ごしたよう 

で、全校集会の始まる前の押見先生の「まだ休みたかった人？」の質問に、大多数の子ども 

たちが笑顔で「はーい」と手を挙げていました。 

 夏休みも終わり、前期もあとわずか。そして冬休みまでは長丁場となります。学習発表会 

などの大きな学校行事も予定されております。目標をしっかりともち、その目標を達成するために根気強く努力してほ

しいと考えております。 

 

 

 夏休み明け全校集会では、学校長から８月１５日に行われたサッカーの試合、浦和レッズ 

とブラジルのシャペコエンセのお話がありました。シャペコエンセは、昨年１１月に航空機 

事故で６０名以上の選手や関係者が亡くなったクラブチームです。この試合での浦和レッズ 

のサポーターが掲げた「ありがとう友よ、また世界の舞台で戦うことを楽しみに」の横断幕 

から、日常生活において、「南小の子どもにも『友よ』の後に元気づける言葉を話す気持ちと 

力をつけてほしい」と話されました。 

 相手を思う気持ちを大切に、これからの学校生活を送ってほしいと願っております。 

 

 

 各教室前に、夏休み頑張って取り組んできた工作や自由研究等が飾られました。長い休みを利用して、みんな、普段

できないたくさんの体験ができたと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各学年において、夏休みの学習会も行われ、復習問題等に取り組みました。 

 また５,６年生は「子ども朝活動」が行われ、学習と同時に、朝のストレッチや体験活動等が行われました。 

 「子ども朝活動」の詳しい内容は、別紙「学校力向上に関する総合実践事業コーナーその４」をご覧ください。 

低学年は、工作、高学年は、自由研究

を中心に作品が飾られております。自分

の興味・関心のあることをとことん調べ

たり、家族と一緒に作り上げた工作など、

力作ぞろいです。 

是非、学校にお越しの際は、ご覧くだ

さい。 

 

 

 退職教員等外部人材活用事業非常勤講師として、８月２２日より庄山早苗先生が南が丘小学校に着任いたしました。 

 庄山先生は、主に１，２年生の国語・算数の授業において、ティーム・ティーチングにて、子どもたちの学習を進め

てくださいます。 

  庄山 早苗 非常勤講師 
この度、ご縁があって、南が丘小学校に勤務することとなりました庄山早苗です。 

母親としてではなく、先生という立場で学校に来るのは、とっても久しぶりです。 

わからないことだらけで戸惑うこともたくさんあると思いますが、学校でのお母さんのよ 

うな存在として、子どもたちの支えになっていけるといいなぁと思っています。 

子どもたちのために、力のかぎり頑張りますので、よろしくお願いします。 

「お宅のお子さんたちは、iPadをさぞ気に入っているのでしょうね」とジョブスに聞いてみた。 
ちょうど、アップルの最初のタブレットが店頭に出回りはじめたころだ。すると彼は「うちの子
どもたちは、まだ使ったことがないんだよ。家では、子どもたちがテクノロジーを使う時間を制
限しているからね。 
 これを聞いて私は唖然とし、驚きのあまり、おそらく一瞬沈黙してしまったと思う。私は、ジ
ョブスの自宅は、壁に巨大なスクリーン、食卓には iPad のタイル製、来客には枕の上に置く
チョコレートのように iPad を気前よく配るといった、ハイテクマニアの天国みたいな所だ
と想像していたからだ。（中略） 
ブロガーとツイッター、さらにメディアムの創業者であるエヴァン・ウィリアムスと妻の
サラ・ウィリアムスは、2 人の小さい息子には iPad のかわりに、いつでも手に取って読め
る何百冊もの本（もちろん、電子本ではなく紙の本）を与えていると述べている。 
 「スティーブは、毎晩キッチンにある大きな長いテーブルで必ず夕食をとり、本や歴史、
その他あらゆることについて話していました。iPad やコンピューターを取り出す者は誰も
いませんでしたよ。彼の子どもたちが、デバイス中毒になっている様子は、まったくみら
れませんでした」（後略）   

＊ジョブス：スティーブ・ジョブス。アップル社の共同設立者の一人 
 
～この記事に併記されていた注意事項～ 

□１０歳以下は中毒になりやすい □一番のルールは、寝室にスクリーンを持ち込まない
こと。これは例外なし。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第６６回檜山ＰＴＡ連合会研究大会・母親研修会兼ほっかいどう学力

向上推進事業「子どもの学力・生活習慣改善研修会」乙部大会が８月２

０日（日）に行われました。 

 南が丘小学校ＰＴＡから参加された皆様、大変ありがとうございまし

た。 

 開会式の後の表彰式では、今年度、厚沢部中学校の福田昭浩氏が個人

表彰を受賞しました。また厚沢部町の館中学校ＰＴＡと鶉中学校ＰＴＡ

が団体賞を受賞しました。 

 また分科会は、３分科会６分散会が行われました。町内からは、江差

小学校ＰＴＡが第１分科会第１分散会「地域に即したＰＴＡ活動のあり

方」において提言発表を行いました。 

 江差小学校ＰＴＡ専門委員会の諸活動が紹介され、全体で交流を深め

ました。その後、グループ討議が行われ、「ＰＴＡ活動に参加する人が固

定化されている」など、課題も出されました。 

 午後からの講演では、旭川赤十字病院小児科子どもとメディア北海道

の諏訪清隆先生が「ネット利用も含めた望ましい生活習慣の定着に向け

て～今、子どもたちのために何をすべきか」と題して講演を行いました。 

 北海道の小中学生のゲーム・ネットの長時間 

使用は日本トップクラスであること、乳幼児の 

テレビ長時間視聴による言語の遅れ、運動体験 

不足による体力低下、長時間のゲームによる脳 

内ネットワーク障害等、多くのお話を聞くこと 

ができました。 

 来年度の研究大会は厚沢部町での開催となり 

ます。来年度も多くのＰＴＡ会員の皆様の参加をお願いいたします。 

 

 

 小学校では、平成 32年度に新学習指導要領が完全実施されます。テレビ、新聞等で

も報道されておりますが、今回の新学習指導要領では小学校 3、４ 

年生において、外国語活動、５，６年生は、外国語が新たに導入さ 

されます。また今までの道徳が、「特別の教科 道徳」となるなど 

の改訂があります。それに併せて、授業時数の変更等もあることか 

ら、南が丘小学校でもそれに向けた準備を進めております。 

 

 

  

 南が丘小学校公開研究会が 9月 1日（金）に行われます。 

 南が丘小学校では、今年度、「考えを伝え合い、自他の良さを認め合う子どもの育成

～心に響く、心が動く道徳の時間の授業づくり」を研究テーマに「考え、議論する道徳

の授業づくり」に努めております。 

 今回は、およそ 70名の参加者のもと、次の学年の 

授業を公開することとなっています。 

3年生 「きまりを守る」 

6年生 「友情を深める」 

  

 平成 32 年度完全実施の新学習指導要領では、「道徳」が「特別の教科 道徳」とい

う新しい教科となります。それに向け、南が丘小学校でも、しっかりと研修を深めてお

ります。参観日等でも道徳の時間を積極的に公開します。是非、その時に本校が行って

いる道徳の時間の取組をご覧ください。 

  

 

 

  

 楽しい２５日間の夏休みが終わりました。この時期、全

国的に休み明けの学校生活の不安や長期休業中の生活リ

ズムの乱れから、「学校に行きたがらない」児童が増える

傾向にあるといわれています。また休み明けの自殺増加が

全国でも問題化されています。南が丘小学校では、「子ど

もたちのちょっとした変化も見逃さないよう」全職員で確

認を行っております。 

 ある県では、２０１６年の月別相談がもっとも多かった

のは、休み明けの９月であり、その約７割は不登校の内容

でした。 

 ご家庭でも 

 

 

 

 

 
 子どもたちに変化が見られる場 

合は、じっくりと子どもたちと話 

をするなど、子どもたちの変化を 

感じ取ってあげてほしいと思いま 

す。 

 また、何かありましたら、気軽 

に学校に相談してもらえればと思 

います。 

  

○食欲不振で顔色が悪い 

○自分の部屋に閉じこもりがちになる 

○家族との会話が減る 等 

 

 

 

 ペットボトルのキャップ（エコキャップ）が集まり

ました。南が丘小学校では、地域の方々の協力等も得

ながら、エコキャップ回収の取組を行っております。 

 ８月２４日（木）に南が丘小学校児童会が江差町社

会福祉協議会の加賀所長さんに集めたエコキャップを

お渡ししました。 

 今回のエコキャップは、ＮＰＯ法人エコキャップ推

進委員会に送られます。 

 エコキャップの回収により、キャップ１ｋｇあたり、

約３ｋｇの二酸化炭素の削減につながります。またキ

ャップの異物除去、分別の仕事を障がい者の皆さんや

高齢者の皆さんが行うことで、雇用創出・自立支援に  

繋がります。 

 更に、キャップの再 

生素材から様々な商品 

が生まれたり、諸外国

への医療への寄付な

ど、活動の幅が広がっ

ております。 

 南が丘小学校のエコ

キャップが様々な場面

で役立てられます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 １日（金）南が丘小公開研究会 

     （１,２,４,５年給食後下校） 

      ＡＬＴ来校 

 ４日（月）委員会（前期最終） 

     スクールカウンセラー来校 

 ５日（火）フレンズ班遠足 

 ６日（水）全校集会 

      チャレンジタイム 

 ７日（木）遠足予備日 

      ＊弁当持参 

 ８日（金）児童総会 

      チャレンジタイム 

１１日（月）クラブ、納入日 

１３日（水）チャレンジタイム 

１４日（木）児童会選挙（６ｈ） 

      ＰＴＡ親子映画鑑賞会 

１５日（金）チャレンジタイム 

      江小１年生との交流 

      ５年生追分大会見学 

１８日（月）敬老の日 

２０日（水）マラソン大会 

 

 

 

 

２１日（木）芸術鑑賞会、ＡＬＴ来校 

２２日（金）マラソン大会予備日 

      チャレンジタイム 

２５日（月）後期委員会 

２７日（水）納入日、 

      チャレンジタイム 

       （歌声タイム） 

２９日（金）前期終了 

      全校集会（５ｈ） 

      全学年５時間授業 

 

  

 

 

 

○４日（月）は、スクールカウンセラーの

畑野先生が来校されます。６年生の学級

において、携帯電話・スマートフォン等

の「ネットトラブル」に関わるお話をし

てくれます。 

○７日（木）は、遠足予備日となり給食が

止まっています。予定通り５日（火）に

遠足が行われた場合、７日（木）は、お

弁当持参となります。よろしくお願いし

ます。 

  

 

 

 

 

 

 江差中学校区青少年健全育成会による一斉 

あいさつ運動が、８月２３日（水）に行われ 

ました。 

南が丘小学校校門前には、江差町教育委員 

会の太田教育長様も立ってくださり、子ども 

たちと朝の挨拶を交わしてくださいました。 

夏休みが終わり２日目に行われた一斉あいさ 

つ運動ですが、子どもたちも「笑顔」そして「大きな声」で、挨拶をして

おりました。 

 

  

 

 ７月２６日に南が丘小学校から保護者の皆様へ校区内の山林における熊

の出没情報を提供させていただきました。学校からは以下の点について注

意を呼びかけています。ご協力お願いします。 

① 熊目撃情報の手前には、ゲートがあります。ゲートは、鍵がかかって

いますので、ゲートを越えて山に入ることは控えてください。 

② 帰宅時間等をしっかりと守り、暗くなってから外で遊ぶのは控えてく

ださい。 

③ 近隣市町村でも熊目撃情報が相次いでおります。山林に入る場合は、

複数且つ保護者（責任のもてる大人）同伴でお願いします。 

 

 

７月の

公開研究

会４年生

の様子 


